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聞く、語る、語りなおすこと

特集

おはなし
目の前の一 個 の人 間 が自分には計り知 れない存 在
である、という事実に行き当たるときに生じる「畏 れ 」
は、その人の果てしなさと出会う「よろこび 」と常に
一 対で す。「 聞く」ことを通じて、自分自身をつくり
かえていく旅。
—小野和子『あいたくてききたくて旅にでる』（ PUMPQUAKES、2019年）
p.351 濱口竜介「聞くことが声をつくる」

民話採訪者として東北各地をめぐる小野和子さんの

著書に、映画監督の濱口竜介さんがテキストを寄せ

ている。そこでは「聞く」ことは、古い自分を打ち捨

てて変革することだと記されている。「聞く」行為は、

それに対する自身の反応に直面することと切り離す

ことができないのだ。小野さんの言葉を借りるなら

「語り手に見合う自分をつくり出さなくちゃいけない」。

今号の特集は「おはなし　聞く、語る、語りなおす

こと」。私たちを取り巻く社会、さまざまなコミュニティ

において、これまで近くにあったにもかかわらず無い

ものとされてきた声、問われるまで本人さえも気づか

なかった背景や見方、声を上げることすら抑圧され

てきた語り。それらと、「聞く」ことを通して向き合い、

ともに語りなおす術を探るために。各地の実践者と

出会い、その語りを聞くことからはじめてみたい。

REPORT	 子どもたちの困難を
  生きるためのおはなしに変える
  イタリア・ミラノの絵本出版社、カルトゥージアの実践
  文＝末澤寧史　協力・写真提供＝どく社　取材協力＝多木陽介

4–9

REPORT	 ともに笑い、怒り、語るために
  「わたしの幻聴幻覚」プロジェクト

  写真＝善家宏明

12–17

COLUMN	 私たちは全然違うけれど、少しずつ
  似ているし、変わることができる
  文＝飯山由貴

18

INSIGHT	 ともに語りなおすための術
10–11

19–26	 Cultivating The Arts　“生きるための技術”をさがして　
 第2回 北海道
 今号の案内人：大友恵理
 紹介作家：田湯加那子、ハンディキャップシアター Show Time、高丸誠
 文＝末澤寧史　写真＝澤木亮平

27–31	 DA COLUMN PARK
 ささやかで大切な闘争の備忘録　～イタリア・ミラノから～　和田夏実
 ◯◯はじめました「『ひょん』なことから」　丹正和臣
 きまぐれ介護日記　田中みゆき
 『フジヤマコットントン』ができるまで　～後編～　青柳拓、山野目光政、辻井潔
 福祉の現場の文字採集　「福井さんの歯医者の予定」　今号の採集者：伊奈真弓
 RADIO インクルホイ！　「私らしさと向き合う」　浅野翔 +山田小百合

32	 編集後記　漫画＝makomo
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カ
ル
ト
ゥ
ー
ジ
ア
出
版
の
創
業
は

1
9
8
7
年
。
こ
れ
ま
で
に
、
幼
児
向

け
か
ら
青
少
年
向
け
ま
で
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
絵
本
を
約
4
5
0
冊
出
版

し
て
き
て
い
る
。
5
人
の
編
集
者
を
率
い

る
の
が
、
創
業
者
で
編
集
長
の
パ
ト
リ

ツ
ィ
ア
・
ゼ
ル
ビ
さ
ん
だ
。

　「
絵
本
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
基
礎
的
で
、
大

切
な
ツ
ー
ル
。
子
ど
も
は
絵
本
を
通
し
て
、
身
の
ま
わ
り

の
こ
と
を
学
び
、
世
界
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
絵

本
は
、
触
っ
て
、
匂
い
を
嗅
い
で
、
の
ぞ
き
込
ん
で
、
受

け
止
め
る
も
の
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
感
覚
か
ら
、
思
考
も
感

情
も
刺
激
さ
れ
て
い
く
の
」

　
数
あ
る
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
で
、「
カ
ル
ト
ゥ
ー
ジ
ア
を

体
現
す
る
」
と
パ
ト
リ
ツ
ィ
ア
さ
ん
が
自
負
す
る
の
が
、

「
し
か
く
い
お
は
な
し
」
の
シ
リ
ー
ズ
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

は
、
判
型
が
正
方
形
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

う
命
名
さ
れ
て
い
る
。

　
絵
本
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
ど
れ
も
気
軽
に
話
せ
る
よ

う
な
テ
ー
マ
で
は
な
く
、
当
事
者
に
と
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
だ
。
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が
、
生

5 4

生きづらさを抱える子どもたちに寄り添い、声を聞き、絵本の

かたちに昇 華させる、ユニークな出版 社がイタリアにある。

ミラノに小さなオフィスを構えるカルトゥージア出版だ。小児

がん、発達障害、親の離婚など、困難に直面する子どもたちが、

問題に向き合い、壁を乗り越えていくことを助けるために、専門

家の力を借りながらさまざまな 「おはなし」を創作してきた。

その実 践とは？

子
ど
も
た
ち
の
困
難
を

生
き
る
た
め
の

お
は
な
し
に
変
え
る

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の
絵
本
出
版
社
、

カ
ル
ト
ゥ
ー
ジ
ア
の
実
践

文＝末澤寧史　協力・写真提供＝どく社　取材協力＝多木陽介

カルトゥージア出版が手がけてきた絵本。社会的なメッセージが込められている

REPORT

「ケ
アする」

ための絵本
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　「
デ
リ
ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
で
あ
る
ほ
ど
、優

れ
た
書
き
手
や
画
家
の
手
を
借
り
る
必
要

が
あ
る
」
と
パ
ト
リ
ツ
ィ
ア
さ
ん
は
言
う
。

物
語
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ク
オ
リ
テ
ィ
を
追

求
す
る
た
め
に
採
り
入
れ
て
い
る
の
が
、

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
チ
ー
ム
制
。
チ
ー
ム
に
は
、
編
集
者
、

作
家
、
画
家
に
加
え
、
当
事
者
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、

心
理
学
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
参
加
し
、
一

緒
に
物
語
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　「
子
ど
も
の
声
を
『
聴
く
』
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し

て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
尋
問
み
た
い
に
で
な
く
、
気
楽

に
、
ね
。
小
さ
く
て
も
、
大
き
く
て
も
、

子
ど
も
に
は
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
け
る

大
人
の
存
在
が
必
要
な
ん
で
す
」

　
制
作
の
依
頼
は
、
社
会
福
祉
関
係

の
財
団
な
ど
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
る
。

完
成
ま
で
に
、
1
時
間
半
〜
2
時
間

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
が
4
回

ほ
ど
設
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　
初
回
は
、
編
集
者
の
パ
ト
リ
ツ
ィ

ア
さ
ん
が
、
心
理
学
者
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
家
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
家
族
か
ら
経
験
の
聞
き
取
り
を

行
い
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

　
次
に
テ
キ
ス
ト
を
担
当
す
る
作
家
も
聞
き
取
り
に
加

わ
る
。
作
家
は
聞
き
役
に
徹
し
、
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
に

関
す
る
エ
ッ
セ
ン
ス
が
出
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
動
物
を
主

人
公
に
す
る
、
昔
話
仕
立
て
に
す
る
な
ど
、
メ
タ
フ
ァ
ー

と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
ま
と
め
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
案
が
出
来
上
が
る
と
、
協
力
し
て

く
れ
る
学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
行
う
。
そ
の
際
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
場
面
が
印
象
に
残
っ
た
か
を
知
る

活
の
な
か
で
直
面
す
る
葛
藤
を
テ
ー
マ
と
し
、「
ケ
ア
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
出
版
し
て
い
る
」
と
い
う
。

　
た
と
え
ば
、
小
児
が
ん
を
テ
ー
マ
に
2
0
1
0
年
に

つ
く
っ
た
『
し
っ
ぽ
を
な
く
し
た
ね

1
＊こ
』。

　
し
っ
ぽ
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
失
意
の
ね
こ
が
主
人
公

で
、
し
っ
ぽ
を
探
し
に
宇
宙
を
旅
す
る
。
空
気
の
な
い
宇

宙
に
旅
立
つ
に
あ
た
っ
て
ね
こ
が
か
ぶ
る
の
が
、
顔
ま
で

隠
れ
る
か
っ
こ
い
い
メ
ッ
シ
ュ
の
マ
ス
ク
。
こ
の
マ
ス
ク

は
、
子
ど
も
が
放
射
線
治
療
を
受
け
る
際
に
、
頭
が
動
か

な
い
よ
う
に
固
定
す
る
た
め
の
メ
ッ
シ
ュ
状
に
穴
の
あ
い

た
面
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
面
を
つ
け
る
こ
と

を
嫌
が
り
、
全
身
麻
酔
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
子
ど
も

が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、「
お
は
な
し
の
力
で
、
子
ど

も
た
ち
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
医
療

機
関
か
ら
制
作
の
依
頼
を
受
け
た
の
だ
と
い
う
。

　
物
語
の
最
後
は
、
ね
こ
が
勇
敢
さ
を
ト
ラ
か
ら
讃
え
ら

れ
、
し
っ
ぽ
を
も
ら
う
と
い
う
展
開
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
物
語
を
読
む
と
、
メ
ッ
シ
ュ
の
面
が
〝
怖

い
も
の
〞
か
ら
〝
憧
れ
の
装
備
〞
に
変
わ
る
そ
う

だ
。
物
語
が
目
の
前
の
現
実
の
と
ら
え
方
を
さ
り

げ
な
く
教
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。

カルトゥージア出版の創業者で、編集長
のパトリツィア・ゼルビさん。1987年、
28歳で同社を立ち上げた

『しっぽをなくしたねこ』の紙面の一部。
医療器具のメッシュの面が、勇敢なねこ
にとってなくてはならない“装備”になる。
物語化されることで、現実から一歩距離
のあるねこの冒険の話として読める

絵本『きみといっしょにとぶ』（作：サビー
ナ・コッロレード／未邦訳）制作のための
フォーカス・グループに参加したメンバー　
写真提供：カルトゥージア出版

＊1　『しっぽをなくしたねこ』（企画：ガブリエレ・カラ
ベッリ、サラ・フラスカ　作：エマヌエラ・ナーヴァ　
絵：アンナリーザ・ベゲッリ／未邦訳）

子ど
もたちの心に

ポジ
ティブな種を残す



特集　おはなし

8

REPORT

た
め
に
、
文
章
や
絵
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
る
。

　
最
後
に
、
画
風
の
合
う
画
家
に
参
加
を
依
頼
し
、
経
緯

を
共
有
し
て
完
成
に
向
け
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、
つ
く
り
手
は

「
子
ど
も
の
生
活
、
経
験
を
絵
本
に
取
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
。
一
方
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
も
、
完

成
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
創
作
に
関
わ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

『
自
分
の
絵
本
』
に
な
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
種
を
心
に
残

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
パ
ト
リ
ツ
ィ
ア
さ
ん
は
語
る
。

　
作
品
は
、
着
手
か
ら
半
年
後
に
は
完
成
さ
せ
る
。
出
来

上
が
っ
た
絵
本
は
書
店
で
も
販
売
さ
れ
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。

「
し
か
く
い
お
は
な
し
」
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
の
子
ど
も
が
社
会
で
生
き
る
葛
藤
を
題
材
と

し
た
物
語
や
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
揺
れ
を
題
材
と
し
た
作
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
だ
が
、

す
べ
て
の
作
品
が
、
生
き
る
な
か
で
傷
つ
い
た
子
ど
も
た

ち
が
、
物
語
か
ら
希
望
を
見
出
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
カ
ル
ト
ゥ
ー
ジ
ア
出
版
は
、
ほ
か
に
も
、「
サ
イ
レ
ン

ト
ブ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
な
い
絵
本
や
、

「
国
境
な
き
お
は
な
し
」
と
い
う
各
国

の
移
民
の
昔
話
を
多
言
語
で
紹
介
す
る

蛇じ
ゃ

腹ば
ら

折お
り

の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
刊
行
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
社
会
的
な
テ
ー
マ
を

扱
う
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
的
だ
。
サ
イ

レ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の

牽
引
役
と
し
て
、
児
童
書
の
世
界
的
な
見

本
市
で
あ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

で
コ
ン
テ
ス
ト
も
主
催
し
て
い
る
。

　「
た
と
え
、
テ
キ
ス
ト
が
な
い
絵
本
で
も
、
物
語
は
絶

対
に
必
要
」
と
、
パ
ト
リ
ツ
ィ
ア
さ
ん
は
強
調
す
る
。
物

語
が
、
困
難
に
直
面
す
る
誰
か
の
支
え
と
な
り
、
社
会

を
し
な
や
か
に
変
え
て
い
く
力
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て

い
る
の
だ
。

言葉の壁を越えて読める、テキストのな
い絵本。カルトゥージア出版はボロー
ニャ・ブックフェアでコンテストも主催
し、多数のサイレントブックを出版して
いる。イタリアでは、難民の子どもたち
の支援にも活用されてきた。

モロッコ、ロシア、カンボジア……。
蛇腹折で、さまざまな国のおはなしを
まとめたイタリア語と現地語のバイリン
ガル絵本。移民の多いイタリアの子ども
たちが異文化に触れると同時に、移民
の親子がイタリア語を学ぶ機会もつくる。

エマヌエラ・ブッソラーティ作。架空の言
語「ピリプ語」を話すおさるのピリプ一
家のおはなし。2010年にイタリア「アン
デルセン賞」のベストブックに選ばれ、
7万部のベストセラー。谷川俊太郎訳
で、日本版も集英社から出版されている。

さまざまな生きづらさを抱える子どもた
ちが、生活のなかで直面する問題をテー
マとし、ケアすることを目的として出版
している。フォーカス・グループという
当事者や心理学の専門家などを交えたユ
ニークなチームを編成する制作スタイル。

タラリタラレラしかくいおはなし

国境なきおはなし サイレントブック

オフィスは、レオナルド・ダ・ヴィンチの《最後
の晩餐》の壁画で知られる、サンタ・マリア・
デッレ・グラツィエ教会の裏通りにある 壁に貼られていた昔の写真

libri di CARTHUSIA EDIZIONIlibri di CARTHUSIA EDIZIONIカルトゥージア出版の絵本
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自
分
の
身
体
で
演
じ
な
お
す

演じることは身体を通して、経験を語
りなおすこと。問題児とされる子ども
たちと、映画監督や撮影関係者との丁
寧な協働から生み出された作品に宿る
演技の力が、私たちに伝えるものとは？

INSIGHT

さまざまな感覚や特性をもつ人たち、そしてそれぞれの困難と
向き合う人たちの声に耳を傾け、ともに語りなおすためには
どうしたらいいのだろうか。その術を模索し実践する、4 分野
の作品を手がかりに探ってみたい。

想
い
や
言
葉
を
重
ね
る

他
者
の
見
て
い
る
風
景
を
な
ぞ
る

他者が抱える障害や困難を症状として記録
するのではなく、その人の目の前にある風
景をなぞってみる。美術家の飯山由貴さん
と妹の千夏さんが真夜中の住宅街を歩む
軌跡に、その術が表れる。

聞
く
こ
と
に
身
を
委
ね
る

「普通」にできないことに付き合いながら、
生きていくにはどうしたらいいのか。互い
の困難との付き合い方に学び、想いや言葉
を重ね合う高校生2人の物語を見届けたい。

まずは他者の声に耳を傾けることから。そう
思ったなら、50年以上にわたって、各地の
民話をその身ひとつで訪ね歩いた小野和子
さんの著書をひらいてみよう。

ともに語りなおすための術

2022年、東京都人権プラザで開催された飯山由貴
さんの「あなたの本当の家を探しにいく」展。その
なかで企画された飯山さんのインタビュー映像が
YouTubeに公開されている（2024年2月26日現在）。
本作品をより深く知るための参考に

参考：公財・東京都人権啓発センター YouTube
チャンネル「【飯山由貴インタビュー】東京都人権
プラザ企画展 飯山由貴『あなたの本当の家を
探しにいく』アーティスト・インタビュー動画」

小野和子さんが1969年から、東北の
村々をひとりで訪ね歩いた民話採訪
の記録。小野さんが手製本で制作した
40冊の「民話採訪ノート」から8話を
まとめたものを受け取った清水チナツ
さんが「本にしたい」と申し出たこと
から書籍化がはじまった。

pp.12–17で詳述する「この病気に
ならないと理解できないと思います。
どうせ、他人事でございましょう」展
の展示設計・企画アドバイザーも務め
た飯山由貴さんが、精神障害のある
妹の千夏さんと制作した映像作品。
本作で飯山さんは「本当の家を探し
にいく」とつぶやいて家を出ようと
する妹を、無理に家に閉じ込めるの
ではなく、2人で頭に小型カメラを
装着して、一緒に近所の住宅街を歩
いた過程をおさめている。

飯山由貴《あなたの本当の家を探しにいく》
（2013年発表／33分）

北フランスを舞台に、演技未経験の問題児た
ち自身が主人公を演じた映画。役者の選定に
あたっては、キャスティングディレクターや
演技コーチとしての経歴をもつ監督らが、北
フランスの学校、児童養護施設、地域セン
ター、青少年更生施設などを1年かけてめぐ
り、公開オーディションを実施したという。
第75回カンヌ国際映画祭（2022年）「ある
視点」部門でグランプリを受賞。
リーズ・アコカ、ロマーヌ・ゲレ『最悪な子どもたち』
（2023年公開／ 100分）

勉強もバイトも続かないヤンキー
の小林大和と、変わり者の転校生・
宇野啓介。正反対の2人が「普通」
にできないことに悩み、壁にぶつか
りながらも奮闘する。アフタヌーン
Web増刊「＆sofa」にて連載中。
泥ノ田犬彦 『君と宇宙を歩くために（1）』
（アフタヌーンKC、2023年）

小野和子 『あいたくてききたくて旅にでる』
（PUMPQUAKES、2019年）
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「
と
も
に
つ
く
る
」

対
話
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

「
と
も
に
つ
く
る
」

対
話
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

　「
こ
の
病
気
に
な
ら
な
い
と
理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
せ
、
他
人
事
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」

　
展
覧
会
名
で
も
あ
る
こ
の
言
葉
は
、「
わ
た
し
の
幻
聴

幻
覚
」
プ

1
＊

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
の
な
か
で
聞
き
取
り

を
行
っ
た
精
神
障
害
者
福
祉
支
援
施
設
に
通
う
あ
る
利
用

者
の
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
言
葉
を
言
わ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
と
背
景
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
見
え
な
い
断
絶
が
滲

む
よ
う
な
言
葉
に
導
か
れ
る
ま
ま
、
松
山
を
訪
れ
た
。

　
松
山
城
の
東
側
に
位
置
す
る
〈
和
光
会
館
〉
に
、
N
P
O

法
人
シ
ア
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
え
ひ
め（
以
下
、
T
N
E
）

の
運
営
す
る
精
神
障
害
者
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

〈
風
の
ね
こ
〉
と
、
小
劇
場
〈
シ
ア
タ
ー
ね
こ
〉
が
併
設

さ
れ
て
い
る
。
福
祉
と
舞
台
芸
術
の
横
断
的
な
取
り
組
み

を
行
う
稀
有
な
場
所
だ
。

　
下
駄
箱
に
靴
を
し
ま
い
、
2
階
へ
と
上
が
る
。
受
付
で

「
こ
の
病
気
に
な
ら
な
い
と
理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
せ
、
他
人
事
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」
展2
＊

（
以
下
、
他

人
事
展
）の
概
要
が
記
載
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
受
け

REPORT

異なる他者の感覚に表現を通して向き合い、対話を
生み出す。そんな実践が、愛媛・松山のNPO法人シア
ターネットワークえひめで行われている。精神障害の
ある利用者同士がそれぞれの抱える幻聴幻覚について
聞き取りとスケッチを行い、カードや演劇の台本を制
作し、制作物を用いたワークショップを通して共有すると
いうものだ。2023年7月に開催された本プロジェクト
の展覧会を振り返りながら、「聞く、語る、語りなおす」
ことを考えてみたい。 文＝ 永江大（MUESUM）　写真＝善家宏明

「
わ
た
し
の
幻
聴
幻
覚
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ともに笑い、怒り、
語るために

＊1　「わたしの幻聴幻覚」プロジェクト　2019年、
TNEによってスタート。統合失調症の主な症状である
幻聴幻覚の表現に関わる取り組みを重ねながら、精神
障害のある人たちの言葉と出合い、幻聴幻覚について
知る、「他人事にしない」社会にしていくための活動

もともと幼稚園だった〈和光会館〉は、現在、コミュニティセンターとしてホールや会
議室の貸出を行っている。その一部に〈シアターねこ〉があり、地域にひらかれたワー
クショップや展覧会、地元劇団の演劇公演なども企画・開催している

＊2　「この病気にならないと理解で
きないと思います。どうせ、他人事
でございましょう」展　「わたしの
幻聴幻覚」プロジェクトの途中経過
を伝えるべく、2023年7月13日～
30日の期間、〈シアターねこ〉にて
開催された展覧会。美術家の飯山
由貴さんが展示設計・企画アドバイ
ザーを務め、展示構成やプロジェ
クトのプロセスを記録した映像の
編集などを手がけた。会期中には
ゲストを交えた4回のギャラリー
トークと、「共に生きる社会ってな
に？～表現やアートができること」
と題したシンポジウムを開催



15 14

特集　おはなし

「
話
せ
る
」
場
が

あ
る
と
い
う
こ
と

し
て
い
る
か
な
ど
、
1
回
に
つ
き
2
時
間
ほ
ど
か
け

て
細
部
を
聞
き
取
り
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
2
0
2
2
年

か
ら
は
外
部
の
美
術
家
が
入
り
、
4
コ
マ
漫
画
も
制
作
す

る
こ
と
に
。
森
本
さ
ん
は
「
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
間

も
、
幻
聴
幻
覚
に
命
令
さ
れ
て
い
る
利
用
者
の
方
が
い
る

の
で
、『
目
の
前
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
に

ち
は
！
』『
ど
ん
な
幻
聴
さ
ん
で
す
か
？
』『
色
は
？
』

な
ど
、
対
話
し
な
が
ら
そ
の
場
で
絵
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
と
利
用
者
さ
ん
同
士
の
関
係
性
も
育
っ
て

い
っ
て
、
絵
の
表
現
が
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
」
と
実
感
を
語
る
。

　
幻
聴
幻
覚
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
2
0
2
2
年
に
制
作

し
た
の
が
《
幻
聴
幻
覚
台
本
》
だ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
者
同
士
で
配
役
を
変
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
セ

リ
フ
に
込
め
ら
れ
た
感
情
や
意
図
を
想
像
し
、
発
話
し

て
い
く
。
こ
の
と
き
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
携
わ
っ

て
い
た
飯
山
さ
ん
は
、
報
告
書
の
な
か
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。「
他
者
に
よ
っ
て
自
分
の
幻
聴
幻
覚
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
演
じ
ら
れ
る
様
子
を
、
幻
聴
幻
覚
を
経

験
し
た
本
人
も
参
加
し
て
見
聞
き
し
、
肯
定
的
に
考
え

て
い
る
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

個
人
が
経
験
し
、
恐
ろ
し
か
っ
た

り
優
し
か
っ
た
り
す
る
幻
聴
や
幻

覚
の
経
験
が
、
あ
る
小
さ
な
集
団

の
物
語
へ
と
変
化
し
て
い
く
時
間

だ
っ
た
」

　
幻
聴
幻
覚
カ
ー
ド
を
制
作
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
『
幻
聴
妄

想
か
る
た
』
を
知
る
ま
で
は
、幻
聴

取
る
と
、
会
場
で
あ
る
シ
ア
タ
ー
へ
。
舞
台
側
に
は
「
わ

た
し
の
幻
聴
幻
覚
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
制
作
し
た

作
品
群
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
を
伝
え
る
映
像
。

客
席
側
に
は
本
展
の
展
示
設
計
・
企
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
た
美
術
家
の
飯い
い

山や
ま

由ゆ

貴き

さ
ん
に
よ
る
映
像
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
は
2
0
1
9
年
。
東
京
・

世
田
谷
区
の
福
祉
事
業
所
〈
ハ
ー
モ
ニ
ー
〉
制
作
の
『
幻
聴

妄
想
か
る
た
』
と
出
合
い
、
自
分
た
ち
も
同
じ
取
り
組
み

に
挑
戦
し
た
い
と
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
同
年
8
月
か
ら
〈
風
の
ね
こ
〉
で
幻
聴
幻
覚

カ
ー
ド
を
つ
く
る
た
め
の
聞
き
取
り
が
は
じ
ま
り
、
カ
ー

ド
づ
く
り
と
並
行
し
て
2
0
2
0
年
に
は
、「
障
害
の
あ
る

人
と
の
表
現
を
考
え
る
ラ
ボ
」
を
立
ち
上
げ
、
俳
優
で
あ

り
演
出
家
・
劇
作
家
の
有あ

り
か
ど
し
ょ
う
た
ろ
う

門
正
太
郎
さ
ん
を
招
き
利
用

者
と
と
も
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
そ
の
後
は
有
門

さ
ん
に
加
え
、H

は
ん
ぶ
ん

an
b
u
n
.s

さ
と

ato
.c

こo

さ
ん
、
斉
藤
か
お

る
さ
ん
と
い
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
合
流
。
現
在
も
、
関

わ
る
人
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
、
幻
聴
幻
覚
の
世
界
を
知

る
た
め
の
演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
か
た
ち
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
T
N
E
代
表
の
森
本
し
げ
み
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り

な
が
ら
「
最
初
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
利
用
者
も
不
安
だ

ら
け
。
で
も
、
回
数
を
重
ね
る
な
か
で
、
お
互
い
の
こ
と

を
知
り
、
対
話
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
」
と
話
す
。

「
話
せ
る
」
場
が

あ
る
と
い
う
こ
と

　
当
初
、
聞
き
取
り
と
作
画
は
、〈
風
の
ね
こ
〉
の
利

用
者
同
士
で
行
っ
て
い
た
。
幻
聴
幻
覚
の
あ
る

人
と
な
い
人
が
お
り
、
幻
聴
幻
覚
が
あ
る
人

の
な
か
で
も
そ
れ
ぞ
れ
頻
度
や
内
容
は
異
な

る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
相
手
に
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ

な
が
ら
、
姿
形
や
色
、
ど
ん
な
音
や
声
を

「アーティストの飯山さんとはいつかご一緒
したくて、2022年に本プロジェクトのアド
バイザーとしてお声かけしたのがきっかけ。
本展ではディレクターとして一緒に展示を
立ち上げました」と森本さん

REPORT

写真手前の展示台には、利用者が中心となって聞き取りと制作を行った《幻聴
幻覚カード原画》（2019～2023年）。壁面には、カードを用いたワークショッ
プから生まれた《幻聴幻覚台本》（2022年）、ワークショップの記録映像を飯山
由貴さんが編集した40分ほどのドキュメンタリー映像（2023年）が並ぶ。階段
状の客席スペースでは、設置されたモニターで、飯山由貴さんの映像作品《海
の観音さまに会いにいく》（2014年）など3つの映像作品を観ることができる

た
こ
入
道
さ
ん

語
り 

こ
こ
は
宇
宙
の
ど
こ
か
。
い
ろ
い
ろ
な
惑
星
が
た
あ
る
よ
う
で
す
（
原
文

マ
マ
）。
私
を
い
じ
め
に
来
る
惑
星
も
い
ま
す
。
私
は
い
じ
め
の
惑
星
に
ひ

ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
体
調
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
惑
星
1 

の
の
字
を
書
け

い
じ
め
惑
星
2 

の
の
字
を
書
け

い
じ
め
惑
星
3 

そ
う
じ
ゃ
な
い
。

い
じ
め
惑
星
2 

そ
の
の
の
字
で
は
な
い
。

い
じ
め
惑
星
3 

こ
う
や
っ
て
角
を
く
っ
き
り
書
く
ん
だ
。

Y
子 

も
う
相
手
に
、
も
う
相
手
に
し
た
く
な
い
ん
で
す
。

語
り 

白
く
て
丸
い
円
盤
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
時
に

で
て
き
て
く
れ
る
幻
聴
さ
ん
が
い
ま
す
。

Y
子
　
た
こ
入
道
　
い
じ
め
惑
星
1
　

い
じ
め
惑
星
2
　
い
じ
め
惑
星
3
　
語
り

出
演
者

左の《幻聴幻覚台本》を使った演劇ワークショップの様子。
参加者の近況や雑談から毎回スタートする
画像提供：「わたしの幻聴幻覚」プロジェクト

2019～2023年に制作された《幻聴幻覚カード原画》。
ネガティブな情景だけでなく、その人にとって生きる
支えになるようなものも描かれている　作画：tawa
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言
葉
や
感
情
を
重
ね
る

た
こ
入
道 

Y
子
さ
ん
。
Y
子
さ
ん
は
い
い
子
だ
か
ら
助
け
て
あ
げ
ま
す
ら
い
。

Y
子 

あ
あ
。
た
こ
入
道
さ
ん
、
助
け
に
き
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。

た
こ
入
道 

そ
う
で
す
ら
い
。
私
た
ち
の
惑
星
は
、
惑
星
の
中
で
も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

す
ら
い
。

Y
子 

私
は
、
た
こ
入
道
さ
ん
が
で
て
き
て
く
れ
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

た
こ
入
道 

私
た
ち
は
、あ
な
た
の
星
に
あ
る
N
A
S
A
で
解
剖
さ
れ
て
、
ホ
ル
マ
リ
ン

漬
け
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ら
い
。

Y
子 

エ
エ
！
た
こ
を
解
剖
！
そ
ん
な
。
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い
る
ん
で

す
か
？

た
こ
入
道 

あ
な
た
の
国
は
私
た
ち
を
解
剖
し
て
い
な
い
で
す
ら
い
。

Y
子 

そ
ん
な
こ
と
し
ま
せ
ん
。
で
も
地
球
の
海
で
泳
い
で
い
る
た
こ
を
と
っ
て

食
べ
て
い
ま
す
。

た
こ
入
道 

地
球
の
た
こ
と
私
た
ち
は
違
う
生
き
物
で
す
ら
い
。

Y
子 

よ
か
っ
た
。
私
は
平
和
で
い
た
い
だ
け
な
ん
で
す
。

〜
中
略
〜

た
こ
入
道 

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
言
う
ん
で
す
よ
。
助
け
に
き
て
あ
げ
ま
す
ら
い
。

Y
子 

た
こ
入
道
さ
ん
、
あ
、
た
こ
入
道
さ
ん
。

語
り 

た
こ
入
道
は
惑
星
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

言
葉
や
感
情
を
重
ね
る

　
シ
ア
タ
ー
に
併
設
さ
れ
た
楽
屋
に
は
、

市
内
の
精
神
疾
患
・
精
神
障
害
の
あ
る

人
が
通
う
4
施
設
の
利
用
者
と
飯
山

さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
こ
れ
は

な
ん
で
も
思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て

い
い
カ
ー
ド
で
す
」
を
経
て
生
ま
れ
た

作
品
た
ち

さ̶
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
描

か
れ
た
ボ
ー
ド
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
社
会
運
動
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
る
プ

ラ
カ
ー
ド
の
よ
う
に
、
色
も
字
体
も
大

き
さ
も
、
表
れ
て
い
る
主
張
も
多
様
だ
。

そ
こ
に
は
幻
聴
幻
覚
と
は
ほ
ぼ
関
係

な
く
、
個
人
の
等
身
大
の
悩
み
、
あ
き

ら
め
、
感
謝
、
怒
り
な

ど
の
感
情
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
書
い
た

人
た
ち
の
息
づ
か
い
や

生
活
の
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
、
そ
れ
ら
は
筆
者

に
と
っ
て
も
、
自
分
の
暮
ら
し
や
感

情
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
異
な
る

感
覚
や
身
体
を
も
つ
人
と
人
と
の

関
わ
り
の
な
か
で
、
他
者
を
本
当
の

意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
重
な
り
を
実

感
で
き
る
場
は
と
て
も
貴
重
だ
。
目

の
前
に
い
る
人
の
表
現
や
言
葉
を
聞

き
、
自
分
が
何
者
か
を
語
る
こ
と
。

そ
の
な
か
で
重
な
り
合
う
〝
何
か
〞

を
語
り
な
お
す
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、

す
で
に
同
じ
地
面
の
上
に
と
も
に
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
る
術
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

幻
覚
を
広
く
伝
え
る
こ
と
に
躊
躇
が
あ
っ
た
と
い
う

森
本
さ
ん
。
医
療
機
関
や
精
神
保
健
の
現
場
で
活

動
す
る
人
な
ら
ば
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
が
、
幻
聴
幻
覚
を
共
有
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

統
合
失
調
症
や
精
神
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
特
別

な
人
の
枠
に
分
断
し
、
追
い
や
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、《
幻
聴
幻
覚
台
本
》
に
あ
る
よ

う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
話
を
聞
く
に
つ
れ
、「
こ
れ
は

（
幻
聴
幻
覚
を
抱
え
る
人
た
ち
の
経
験
を
共
有

す
る
た
め
の
）
フ
ッ
ク
に

す
る
し
か
な
い
」
と
あ
ら

た
め
て
考
え
た
。

　「
台
本
を
み
ん
な
で
聞
き

合
っ
て
、
と
も
に
場
を
つ

く
っ
て
い
く
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
空
間
の
な
か
で
は
、
幻
聴
幻
覚
の

あ
る
・
な
し
や
、
講
師
・
参
加
者
と

い
っ
た
枠
は
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
、

み
ん
な
一
緒
な
ん
や
な
ぁ
と
い
う
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
が

あ
っ
て
、
医
療
機
関
や
家
族
に
さ
え

言
う
の
も
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う
な
、
自
分
の
な
か
に
閉

ざ
し
て
い
た
も
の
を
〝
話
せ
る
〞
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず

は
大
き
な
一
歩
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
症
状
が
変
わ

る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
が
、
幻
聴
幻
覚
を
自
分
か
ら
引

き
離
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
は
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

REPORT

「なぜあなたが支援員で私が利用者？」「（前略）感情
のコントロールも難しいため、思った事をすぐ口に
出してしまうため、友達とケンカしたりするんです
が、落ち着いた時に話し合うようにしてます。」

「いつも私たちを陰日向と支えてくださってありがとうご
ざいます」「私は小さい頃から『型』にはめられることが
嫌いでした。自分のペースを乱されることが何よりも苦
痛です。」。展示を見に来たほかの施設利用者が「私も書
きたい」と、いくつか追加になった言葉もあるという

有門さんによるワークショップの様子（2022年3月）。
「自分の身体の声を聞く」というテーマで顔のストレッ
チを行う。各々「目の調子はどうですか」と身体に問
いかけ、向き合う時間をつくった　
画像提供：「わたしの幻聴幻覚」プロジェクト

「利用者の方は、朝になると自分の描いたものを「利用者の方は、朝になると自分の描いたものを
みんな見にくるんですよ。こうやってじーっと見みんな見にくるんですよ。こうやってじーっと見
てるかと思うと、『距離ができてるんかなぁ……てるかと思うと、『距離ができてるんかなぁ……
うん。見てもらえて、いい』って」と森本さんうん。見てもらえて、いい』って」と森本さん
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人
と
出
会
っ
た
と
き
、「
こ
の
人
と
私
は
違
う

人
な
ん
だ
な
」
と
反
射
的
に
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。た
と
え
ば
、
名
前
の
異
な
り
、
使
う
言
語
、

装
い
の
選
択
、
移
動
の
方
法
や
そ
の
速
度
の

違
い
、疲
れ
や
す
さ
。し
か
し
大
抵
、（
通
訳
者

や
翻
訳
手
段
を
伴
い
）
話
し
た
り
、
何
か
飲
ん

だ
り
食
べ
た
り
と
時
間
を
過
ご
す
う
ち
、こ
の

人
と
自
分
は
似
た
よ
う
な
生
活
の
課
題
や
問
題

意
識
を
も
つ
の
だ
と
気
づ
き
、
親
し
み
、
先
を

ゆ
く
先
輩
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り

し
て
、「
違
う
」
と
感
じ
た
心
身
は
ほ
ぐ
さ
れ

て
い
く
。「
違
う
」
と
心
身
が
感
じ
る
こ
と
は

緊
張
で
も
あ
る
し
、
知
る
こ
と
で
も
あ
る
。
最

初
に
「
違
い
」
を
感
じ
な
か
っ
た
、
自
分
と
同

質
的
な
は
ず
の
人
と
話
す
ほ
ど
に
「
違
い
」
を

感
じ
、ゆ
が
ん
だ
笑
い
を
つ
く
っ
て
、こ
の
時
間

が
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

偏
見
は
ど
こ
ま
で
も
自
分
勝
手
だ
。
作
品
を

通
し
て
、
人
と
知
り
合
い
話
す
こ
と
は
、
傷
つ

き
と
回
復
が
常
に
裏
表
に
あ
る
。
協
力
者
に

と
っ
て
も
、そ
ん
な
機
会
で
あ
っ
た
ら
い
い
。

た
だ
し
、
作
品
制
作
の
外
に
あ
る
「
個
人
的

な
―
親
密
圏
」
に
い
る
人
と
も
、そ
の
よ
う
な

や
り
と
り
は
あ
る
。と
い
う
こ
と
は
、
私
は
誰

か
か
ら
話
を
聞
き
、そ
れ
を
何
ら
か
の
方
法
で

記
録
し
展
示
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
に
よ
る
一
時
的
か
つ
持
続
的
な
小

さ
な
共
同
体
―
親
密
圏
」が
と
も
に
つ
く
ら
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。そ

し
て
、そ
の
た
め
に
、す
で
に
あ
る
共
同
体
に

寄
留
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

誰
か
の
声
を
聞
き
、そ
れ
を
伝
え
る
方
法
と

そ
の
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
は
、
優
し
い
よ
う
で
い

て
、
力
そ
の
も
の
、
政
治
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
の
共
同
体
は
、な
ん
ら
か

の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
性
が
あ
る
表
現
を
社
会
に
現

す
と
き
に
、そ
の
表
現
を
複
数
の
視
点
か
ら
検

討
し
、
万
が
一
、
外
か
ら
の
攻
撃
が
あ
っ
た
と

き
に
支
え
合
え
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
　

異
な
る
人
々
同
士
が
集
い
話
す
た
め
に
は
、

権
利
や
尊
厳
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
回
復
す
る

こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。そ
れ
に
か
か
る

時
間
は
、そ
の
人
の
人
生
の
時
間
だ
け
で
は
済

ま
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
面
白
さ
と
し
ん
ど

さ
と
面
倒
臭
さ
を
持
ち
寄
り
、聞
き
話
し
、ま

た
そ
れ
を
誰
か
に
話
し
な
お
す
こ
と
、あ
る
い

は
話
し
た
モ
ヤ
モ
ヤ
を
誰
か
に
適
切
に
注
意
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
自
分
の
な
か

に
は
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
言
葉
や
態
度
を
知

る
。そ
れ
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
私
た
ち
が
身
に
つ
け
た
身
ぶ
り
を
一
度

捨
て
、
学
び
な
お
す
痛
み
を
伴
う
か
も
し
れ
な

い
。け
れ
ど
も
、そ
う
し
た
小
さ
く
て
不
可
逆

な
、
私
自
身
を
変
え
て
い
く
身
ぶ
り
の
積
み
重

ね
が
創
造
的
で
な
い
わ
け
が
な
い
。

そ
れ
ら
の
会
話
は
き
っ
と
、
誰
の
こ
と
も

排
除
し
な
い
文
化
を
こ
の
社
会
に
育
む
種
だ
。

18

飯
山
由
貴（
い
い
や
ま
・
ゆ
き
）

美
術
家
。
社
会
的
な
ス
テ
ィ
グ
マ
が
つ
く
ら

れ
る
過
程
と
、
そ
の
経
験
が
語
り
、
つ
く
り

な
お
さ
れ
る
こ
と
の
痛
み
と
回
復
に
関
心
を

も
つ
。
近
年
は
市
民
や
支
援
者
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
専
門
家
と
協
力
し
制
作
す
る
。

私たちは全然違うけれど、少しずつ

似ているし、変わることができる 美術家

「読むこと」は、創造的な行為。一人ひとりにさまざまな読み方があるはずです。巻末のアンケートは
もちろん、SNSでも「#DA特集どうでした？」で、ぜひ感想を聞かせてください。
 Webメディア「DIVERSITY IN THE ARTS TODAY」では、アーティスト・瀬尾夏美さんによる感想レビュー記事も紹介しています！

COLUMN

 DA特集、
どうでした？

飯山由貴

19

大友恵理大友恵理
社会福祉法人ゆうゆう 社会福祉法人ゆうゆう 
芸術文化推進室、学芸員芸術文化推進室、学芸員
障害のある人の芸術文化活動の推進に従事し、展覧障害のある人の芸術文化活動の推進に従事し、展覧
会やイベント、研修の企画運営などに携わる。会やイベント、研修の企画運営などに携わる。

文＝末澤寧史　写真=澤木亮平

創作を生きる力に

今号の案内人第 2 回　北海道

「THE ARTS」を“生きるための技術”ととらえ、

表現が生まれる全国各地の現場をめぐる本企画。

福祉や創作活動に携わる案内人とともに、“表す ”

行為やその過程を見つめてみましょう。第2回は、 

北海道で障害のある人の豊かな創造性と表現の

活動を見つめ続ける、社会福祉法人ゆうゆうの

大友恵理さんを迎えます。
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Cultivating The Arts　“生きるための技術”をさがして

溢
れ
る
「
好
き
」、

地
域
芸
術
祭
の
顔
に

田
湯
加
那
子
さ
ん

　
新
千
歳
空
港
か
ら
南
西
に
車
で
約
1
時
間
。

う
っ
す
ら
雪
の
積
も
っ
た
山
間
の
高
速
道
路
を

降
り
る
と
、
太
平
洋
岸
の
白し
ら
お
い老
町
に
入
る
。

　
午
後
1
時
。
海
岸
の
住
宅
街
に
あ
る
、
田
湯

加
那
子
さ
ん
の
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
。

田
湯
さ
ん
は
、
居
間
の
隣
に
あ
る
和
室
で
、
机

に
向
か
っ
て
絵
を
描
い
て
い
た
。

　「
い
つ
も
9
時

－

17
時
の
ル
ー
テ
ィ
ン
で
描

い
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
大
友
さ
ん
が
言
う
。

　
机
の
上
に
は
、
7
、
8
冊
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
番
上
の
も
の

に
、
田
湯
さ
ん
は
、
彫
刻
刀
で
彫
る
よ
う
な
筆

圧
で
、
色
鉛
筆
を
ぐ
い
ぐ
い
と
押
し
あ
て
、
格

子
状
の
模
様
を
絵
に
加
え
て
い
く
。
数
分
経
つ

　
北
海
道
で
障
害
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
を
推

進
す
る
「
北
海
道
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
」
や
、
東
北
も
含
む
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー「
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
推
進
セ
ン
タ
ー

G
en

tly

」
の
事
務
局
を
担
う
の
が
、
当と
う
べ
つ別
町
に

あ
る
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
ゆ
う
。大
友
恵
理
さ
ん

は
、
そ
の
担
当
者
と
し
て
道
内
に
住
む
さ
ま
ざ

ま
な
作
家
や
支
援
者
と
連
携
し
て
き
た
。

　「
特
に
作
家
さ
ん
た
ち
と
は
、
展
覧
会
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
作
品
を
出
し
て
も
ら
っ
た
り
、

作
品
紹
介
を
し
た
り
す
る
な
か
で
、
関
係
性
が

築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
」と
大
友
さ
ん
は
語
る
。

　
現
代
美
術
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
だ
っ
た
大
友

さ
ん
は
、
2
0
1
9
年
に
北
海
道
立
帯
広
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
の
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
　
こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
の
交
差
点
」
展

を
き
っ
か
け
に
障
害
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
と
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
道
規
模
で
は
初
と
な

る
展
覧
会
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当

し
た
。そ
れ
か
ら
、ゆ
う
ゆ
う
の
職
員
と

し
て
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
世
界

に
深
く
分
け
入
っ
て
い
く
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
触
れ
る
な
か
で
、

大
友
さ
ん
は
、「
作
家
は
、
創
作
を
生
き

る
力
に
変
え
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る

と
い
う
。
今
号
で
は
、
大
友
さ
ん
の
案

内
で
、
そ
ん
な
表
現
活
動
に
取
り
組
む

人
た
ち
に
会
い
に
い
く
。

2024年 1～ 2月に NAKAHARA DENKI Free 
Information Galleryで開催された、田湯加那子
展《きらめき》。作品の変遷が紹介された田湯加那子（たゆ・かなこ）

1983年生まれ。白老町在住。小学4
年生の頃、家族で訪れた東京ディズ
ニーランドの思い出を大きな絵にした
ことをきっかけに、身近な人物や好き
なものを絵で表現するようになる

と
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
入
れ
替
え
、
同
じ
よ

う
に
模
様
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
刻
む
。

　
田
湯
さ
ん
が
絵
を
描
き
は
じ
め
た
の
は
、
小

学
4
年
生
の
頃
。
ア
イ
ド
ル
歌
手
や
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、「
自
分
の
好
き
」
を
力
強

く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
タ
ッ
チ
で
描
い
て
き
た
。

2
0
0
5
年
の
初
個
展
以
降
、作
品
は
高
く
評

価
さ
れ
、
2
0
2
2
〜
2
0
2
3
年
に
は
ス
イ

ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
開
か
れ
た
「
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
と
マ
ン
ガ
」
展
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　
田
湯
さ
ん
は
ほ
ぼ
毎
日
絵
と
向
き
合
う
。
た

だ
、
そ
れ
は
本
人
に
と
っ
て
「
作
品
づ
く
り
」

で
は
な
い
と
い
う
。「
生
活
の
一
部
、加
那
子
な

り
の
普
通
を
生
き
る
術
」
と
、
側
で
伴
走
し
て

き
た
母
の
ひ
ろ
み
さ
ん
は
表
現
す
る
。
　

　
積
み
上
げ
て
き

た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
は
、
1
0
0
冊

以
上
。
花
や
野
菜

な
ど
具
体
物
を
モ
チ
ー
フ
に
、
完
結
し
た
絵
を

描
く
時
期
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
作
風
が
抽
象

的
に
、「
完
成
」
の
な
い
か
た
ち
に
。
以
前
に
描

い
た
絵
を
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
写
真
集
や

カ
タ
ロ
グ
に
絵
を
描
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

「
描
く
感
触
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
を
作
品
と
呼
ん
で
い
い
の
か
、
正

直
、
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
」
と
ひ
ろ
み
さ
ん
。

　
迷
い
な
が
ら
も
出
品
し
た
黒
塗
り
の
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
が
、
2
0
1
9
年
度
の
「A

rt to 

Y
o
u！

 

東
北
障
が
い
者
芸
術
全
国
公
募
展
」
で
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大
賞
に
。
2
0
2
3
年
に
は
、白
老
で
開
催
さ

れ
た
地
域
文
化
の
芸
術
祭
「
ル
ー
ツ
＆
ア
ー
ツ

し
ら
お
い
」
に
参
加
。
18
年
ぶ
り
と
な
る
地
元

で
の
展
示
が
実
現
し
、
花
の
絵
が
メ
イ
ン
ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
選
ば
れ
た
。

　
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、
一
線
の
現
代
作
家
と
と
も

に
同
芸
術
祭
に
参
加
し
た
こ
と
で
、「
そ
こ
か
ら

加
那
子
の
創
作
活
動
の
状
況
は
フ
ェ
ー
ズ
が
変

わ
っ
た
」
と
語
る
。
加
那
子
さ
ん
は
、
会
期
中
、

生き生きとした表情で台本を読む小澤さん。
「練習はよくサボる」とおどける

夜
中
ま
で
起
き
て
机
に
向
か
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

「
障
害
の
あ
る
な
し
で
は
な
く
、今
こ
の
地
で
表

現
し
続
け
て
い
る
作
家
と
し
て
認
め
て
く
れ
た

の
は
大
き
か
っ
た
」
と
ひ
ろ
み
さ
ん
。

　
田
湯
さ
ん
が
、
ひ
と
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
た
。

伝
え
た
い
、
夢
を
あ
き
ら
め
な
い

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー 

S
how

 T
im

e

　
午
後
4
時
半
。
札
幌
は
、雪
が
降
り
は
じ
め
て

い
た
。
劇
団
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー 

S
how Tim

e

」
が
い
つ
も
仕
事
の
あ
と
に
稽
古

を
し
て
い
る
福
祉
事
業
所〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン

パ
ス
さ
っ
ぽ
ろ
（
C
C
S
）〉
を
訪
ね
た
。

　
身
振
り
を
交
え
、
生
き
生
き
と
し
た
抑
揚
で

台
本
の
読
み
合
わ
せ
を
行
う
の
は
、
三
好
宏
樹

さ
ん
、
小
澤
育
さ
ん
、
藤
田
章
太
郎
さ
ん
の
3

人
。
こ
の
日
は
、
演
技
指
導
を
行
う
俳
優
の
金

田
一
仁
志
さ
ん
、
舞
台
の
裏
方
を
担
う
3
人
の

ご
家
族
と
と
も
に
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。

　S
h
ow

 Tim
e

の
舞
台
は
、コ
ミ
カ
ル
で
楽
し

い
。
真
面
目
だ
が
、
頑
張
る
ほ
ど
空
回
り
し
て

し
ま
う
三
好
さ
ん
扮
す
る
「
唐か
ら

間ま

割わ
り

宏
樹
」
と
、

小
澤
さ
ん
扮
す
る
お
茶
目
な
「
ミ
ッ
フ
ィ
ー
小

澤
」、藤
田
さ
ん
扮
す
る
マ
イ
ペ
ー
ス
な
「
日ひ

真ま

田だ

章
太
郎
」
が
登
場
。
話
題
を
リ
ー
ド
し
よ
う

と
す
る
唐
間
割
だ
が
、
2
人
は
ど
ん
ど
ん
脱
線

し

ー
と
い
う
ド
タ
バ
タ
劇
が
笑
い
を
誘
う
。

　「
小
学
生
の
と
き
か
ら
、俳
優
に
な
る
の
が
夢

で
し
た
」
と
、
リ
ー
ダ
ー
の
三
好
さ
ん
は
ま
っ

す
ぐ
な
眼
差
し
で
言
う
。S

h
o
w

 T
im

e

は
、

2
0
1
8
年
に
は
じ
ま
っ
た
三
好
さ
ん
と
小
澤

さ
ん
の
コ
ン
ビ
の
活
動
に
、
2
0
1
9
年
か
ら

藤
田
さ
ん
が
加
わ
る
か
た
ち
で
旗
揚
げ
さ
れ
た
。

　
小
澤
さ
ん
の
「
私
も
大
学
に
行
き
た
い
！
」

と
い
う
声
を
き
っ
か
け
に
、
高
校
卒
業
後
の
学

び
の
場
と
し
て
、
小
澤
さ
ん
や
三
好
さ
ん
の
ご

家
族
や
支
援
者
が
2
0
1
1
年
に
立
ち
上
げ

た
の
が
C
C
S
だ
。
小
澤
さ
ん
の
卒
業
後
、

C
C
S
は
演
劇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
。

　
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
講
師
を
引
き
受
け
て

き
た
の
が
、
市
民
劇
団
を
率
い
、
大
学
で
も

教
え
て
き
た
金
田
一
さ
ん
。演
じ
る
こ
と
で
、学

生
た
ち
は
驚
く
ほ
ど
躍
動
し
て
い
く
。
C
C
S

	ハンディキャップシアター Show Time
（ハンディキャップシアター ・ショー・タイム）
写真左から藤田章太郎さん、三好宏樹さん、
小澤育さん。3人をキャストに、2019年
に旗揚げされた。明るく、コミカルな舞台
が持ち味で、会場を笑いの渦に巻き込む
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か
っ
た
ん
で
す
」
と
、
大
友
さ
ん
。
高
丸
さ
ん

に
と
っ
て
、
作
品
は
、
大
切
な
宝
も
の
。
人
に

見
せ
る
た
め
に
つ
く
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
大

事
に
し
ま
っ
て
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
、

周
囲
が
少
し
ず
つ
「
貸
し
て
も
ら
う
」
な
か
で
、

だ
ん
だ
ん
と
作
品
は
世
に
出
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
高
丸
さ
ん
は
、1
9
8
8
年
か
ら
桜
風
園
で

暮
ら
し
、1
9
9
8
年
頃
か
ら
自
室
で
メ
ガ
ネ

を
つ
く
っ
て
い
る
。
手
本
は
見
ず
、
幼
少
期
の

記
憶
に
頼
り
、
同
じ
も
の
を

何
個
も
つ
く
る
。

憧
れ
、
思
い
出
を
、

何
度
も
何
度
も
か
た
ち
に

高
丸
誠
さ
ん

　
2
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
大
雪
。
道
南
に
向

か
う
高
速
道
路
は
通
行
止
め
と
な
り
、
札
幌
か

ら
下
道
で
目
的
地
の
新
ひ
だ
か
町
に
向
か
う
。

　
予
定
よ
り
2
時
間
遅
れ
、
午
後
2
時
頃
に
社

会
福
祉
法
人
静
内
ペ
テ
カ
リ
が
運
営
す
る
支
援

施
設
〈
静
内
桜
風
園
〉に
到
着
。
作
家
の
高
丸

誠
さ
ん
が
、
ふ
だ
ん
暮
ら
し
て
い
る
居
室
の
前

で
出
迎
え
て
く
れ
た
。

　
高
丸
さ
ん
は
、昼
寝
の
最
中
だ
っ
た
が
、ベ
ッ

ド
か
ら
起
き
て
き
て
、
代
表
作
と
な
っ
て
い
る
、

セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
つ
く
っ
た
メ
ガ
ネ
を
見
せ

て
く
れ
た
。
軽
い
。
触
ら
せ
て
も
ら
う
と
、
高

丸
さ
ん
は
少
し
眉
間
に
皺
を
寄
せ
た
。

　「
4
年
前
ま
で
は
、作
品
を
貸
し
て
も
ら
え
な

を
卒
業
し
て
も
活
動
を
続
け
て
い
く

か
た
ち
を
模
索
す
る
な
か
で
、
演
劇

未
経
験
な
が
ら
も
手
を
挙
げ
た
3

人
がS

h
o
w

 T
im

e

を
結
成
し
た
。

　「
人
に
伝
え
る
こ
と
は
、本
当
に
難

し
い
」
と
金
田
一
さ
ん
は
言
う
。
3

人
に
は
、
演
劇
の
基
本
で
あ
る
発
声

や
表
現
法
を
何
度
も
伝
え
て
き
た
。

　
セ
リ
フ
は
忘
れ
て
し
ま
う
し
、
滑

舌
も
決
し
て
よ
く
は
な
い
。
だ
が
、

3
人
は
厳
し
い
稽
古
に
つ
い
て
く
る
。

〝
伝
え
た
い
〞
と
い
う
本
気
は
、プ
ロ

に
も
負
け
な
い
。「
基
本
に
立
ち
返
ら
さ
れ
ま
し

た
よ
」
と
、金
田
一
さ
ん
。S

how

 Tim
e

の
個

性
を
引
き
出
す
脚
本
・
演
出
家
と
し
て
、
3

人
の
役
者
の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
い
る
。

　「
舞
台
に
立
つ
と
、仲
間
が
応
援
に
来
て
く
れ

る
の
が
嬉
し
い
」
と
、
小
澤
さ
ん
。
藤
田
さ
ん

は
、「
楽
し
い
舞
台
で
お
客
さ
ん
を
笑
わ
せ
た

い
」。
三
好
さ
ん
は
、「
大
好
き
な
演
劇
を
長
く

続
け
た
い
」
と
夢
を
語
る
。

　「
自
己
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
よ

く
て
、
や
り
た
い
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
姿
が

希
望
」
と
、
大
友
さ
ん
。
10
月
の
定
期
公
演
に

向
け
て
、
一
座
は
新
作
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

高丸誠（たかまる・まこと）
1970年生まれ。セロハンテープを素材
としたメガネの作品などが多くの人を惹
きつけ、さまざまな展覧会に参加。同じ
作品を何個もつくることが特徴で、自室
や実家で大切に保管している

自作のメガネを貸してくれた高丸さん。
黒の油性ペンで、色をつけている

脚本・演出は、道内のテレビ番組でも活躍
する俳優の金田一仁志さんが担当している。
稽古の様子を見せてくれた

画像提供：
社会福祉法人ゆうゆう
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写真・文＝和田夏実

化
粧
品
売
り
場
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N
P
O
福
祉
法
人
ザ
ン
ザ
ー
ラ

ロ
ー
マ
在
住
の
多
木
陽
介
さ
ん
に
よ
る
研
修

ツ
ア
ー
に
参
加
し
、念
願
の〈
ザ
ン
ザ
ー
ラ
〉

へ
。
皆
が
対
等
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
商

品
を
つ
く
る
。
私
が
つ
く
っ
た
も
の
、と
い

う
感
覚
を
一
人
ひ
と
り
が
も
つ
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
。
今
探
索
し
て
い
る“sen

se of 

h
om

e ”“sen
se of b

elon
g

in
g ”

に
接
続

す
る
と
思
い
な
が
ら
話
を
聞
い

た
。sen

se of b
elon

g
in

g

に
、
一
人
ひ
と
り
の
誕
生
日
が

書
か
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く

る
、と
い
う
例
が
あ
る
。
大
き
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
、
け

れ
ど
も
大
切
な
美
学
を
感
じ
る
。

リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
探
し
に
、

街
へ
。
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の

種
類
の
多
さ
に
目
を
惹
か
れ

た
。
幼
少
期
、自
分
の
言
語

（
手
話
）や
家
族
と
の
関
わ
り
を
描
く
お
話

が
な
い
こ
と
で
、世
界
に
居
場
所
が
な
い
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

一
人
ひ
と
り
の
美
の
探
求
と
肯
定
。も
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
を
使
う
人
の
存

在
を
常
に
肯
定
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。私
の

た
め
の
も
の
。あ
な
た
の
た
め
の
も
の
。つ
く

る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
少
し
シ
ン
プ
ル
な

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

和田夏実（わだ・なつみ）
1993年生まれ。インタープリター／リサーチャー。ろう者の両親のもとで手話を第一言語として育ち、
さまざまな身体性の方々と協働した視覚身体言語の研究やメディア制作などを行う。

　いつの間にかサマータイムも終わり、日本時
間の 16時に、こちらは7時。朝がはじまる。イ
タリア語で明日を表すdomaniはラテン語の
dē māneを語源に持ち、朝早く、明けを指す。
日本の明日もまた、あけしだ（明時）、夜が明
けるときに由来し、英語の tomorrowもまた to 

morgenne、朝に向かってを意味する。日々
やってくる朝の美しさはどこにいても変わらず、そ
して歴史をたどっても、同じ美しさを想い、明日
を迎えていたことに少し嬉しくなる。

　イタリア語を学びはじめて驚いたのが、形容
詞と名詞の語順だ。日本語や英語では形容詞＋
名詞の語順で、「小さな」「箱」と名詞が出てき
てはじめて、「小さな箱」のイメージが頭に浮か
ぶ。一方、名詞＋形容詞の語順となるイタリア
語では、「箱」「小さい」となり、一度、頭に浮
かんだ箱のイメージが小さくなる。頭のなかでそ
の形や見た目、色が変わるのだ。そのせいか、
思いもよらないような形、遊び心に溢れたイタリ
アの家具に多く遭遇すると、「さては、頭のなか
でいつも形を変えているからだな？」と思う。

備忘録の全文は
Webにて！

ささやかな闘争、自ら世界を形づくること。2023年
8月半ば、私はイタリアに移住した。言語もわから
ない街で、身体の隅々まで日本での生活や文化、
友人との会話、口癖が染み込んだ「私」のぐらぐら
とした日常がはじまった。
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　「
メ
ガ
ネ
は
お
父
さ
ん
が
か
け
て
い
て
、『
大

人
』を
象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
、
管
理
者
の
福
田
簡ひ
ろ

正ま
さ

さ
ん
が
説
明
す
る
。

　「
同
じ
作
品
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
で
、何
よ

り
ま
ず
自
分
を
満
足
さ
せ
て
い
る
。
自
分
の
た

め
に
つ
く
っ
た
も
の
が
広
が
っ
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
」

　
メ
ガ
ネ
の
ほ
か
に
も
、
高
丸
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
頃
に
見
た
車
の
絵
、思
い
出
の
写
真
を
模
写
し

た
も
の
な
ど
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
き
た
。

　「
高
丸
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
な
ん
で
す
」
と
語

る
の
が
、
展
示
な
ど
を
通
じ
て
高
丸
さ
ん
の
作

品
を
紹
介
し
て
き
た
職
員
の
櫻

井
真
美
さ
ん
。
2
0
0
2
年
か

ら
静
内
ペ
テ
カ
リ
で
働
き
、「
利

用
者
さ
ん
が
、
暇
つ
ぶ
し
に
つ

く
っ
て
い
る
も
の
を
集
め
る
の

が
好
き
だ
っ
た
」。

　
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の

動
向
を
学
ん
だ
櫻
井
さ
ん
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
地
元
で
仲

間
と
小
さ
な
展
覧
会
を
ひ
ら
く

よ
う
に
。高
丸
さ
ん
の
作
品
も
2
0
1
6
年
に

は
じ
め
て
展
示
し
た
。

　
ア
ー
ト
を
介
す
る
こ
と
で
、
福
祉
施
設
の
利

用
者
の
〝
す
ご
さ
〞に
気
づ
く
。
福
祉
の
現
場

で
は
〝
問
題
行
動
〞と
さ
れ
が
ち
な
こ
と
に
、別

の
光
を
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。

　「
高
丸
さ
ん
は
、つ
く
る
こ
と
で
、
人
と
つ
な

が
り
た
い
の
か
も
」
と
、
櫻
井
さ
ん
。
展
示
も

回
数
を
こ
な
す
こ
と
で
、作
品
を
貸
し
た
り
、取

材
に
応
じ
た
り
と
、交
流
が
生
ま
れ
て
い
く
。そ

し
て
、
関
係
性
が
外
に
ひ
ら
か
れ
て
い
く
の
は
、

自
分
た
ち
支
援
者
も
同
じ
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
取
材
が
終
わ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
く
た
び
れ
た

の
か
、
高
丸
さ
ん
は
遅
め
の
昼
寝
に
戻
っ
た
。

　
道
内
で
も
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
取
り

組
み
は
、
30
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
多
様
な

表
現
の
可
能
性
が
あ
る
。

　「
日
常
生
活
の
な
か
に
あ
る
も
の
な
の
で
、ま

だ
知
ら
な
い
作
家
さ
ん
は
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
」

と
、
大
友
さ
ん
は
言
う
。

　
車
は
空
港
に
向
か
う
。
車
窓
に
は
、真
っ
白
い

雪
原
が
ず
っ
と
広
が
っ
て
い
る
。
好
き
、夢
、
憧

れ

ー
生
き
る
力
を
生
み
出
し
、生
を
豊
か
に
す

る
ど
ん
な
心
の
う
ち
の
表
現
が
、
そ
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

記憶のみを頼りに、ディテールを描き込む。
台紙は切り貼りしたものを重ねている
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福
祉
や
表
現
の
現
場
か
ら
届
い
た
、

新
た
な
挑
戦
に
ま
つ
わ
る
活
動
通
信

発
酵
を
テ
ー
マ
に
事
業
を
は
じ
め
て

10
年
に
な
る
。
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
、

個
々
の
魅
力
が
「
ぬ
か
漬
」
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
発
酵
し
、
社
会
へ
と
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
「
ぬ
か
」

と
い
う
名
前
に
想
い
を
の
せ
て
い
る
。

こ
う
話
す
と
い
か
に
も
な
感
じ
が
す
る

が
（
も
ち
ろ
ん
と
て
も
大
切
に
し
て
い

る
考
え
方
な
の
だ
が
）、
た
だ
「
ぬ
か
」

と
い
う
言
葉
の
響
き
に
惹
か
れ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。
柔
ら
か
な
「
ぬ
」、

歯
切
れ
の
よ
い
「
か
」。
い
い
じ
ゃ
な

い
か
。
言
葉
の
意
味
か
ら
逸
脱
し
て

「
ぬ
か
」
と
い
う
音
を
遊
ん
で
い
く
と
、

ど
ん
ど
ん
自
由
に
な
れ
る
。
利
用
者
を

「
ぬ
か
び
と
」、
来
客
を
「
ま
ぜ
び
と
」、

毎
年
の
お
祭
り
を
「
ぬ
か
よ
ろ
こ
び
」、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て

「
ヌ
カ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
な
ど
、
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
…
…
。
ぬ
か
は
ダ
ジ
ャ
レ
や

ユ
ー
モ
ア
が
好
き
な
の
だ
。

そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
移
ろ
う
。
ぬ
か

は
、
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

〈
ひ
ょ
ん
〉
を
は
じ
め
て
い
く
。
簡
単
に

言
う
と
働
く
場
所
だ
。
名
前
の
由
来
は

「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
」の
「
ひ
ょ
ん
」。

た
ま
た
ま
を
大
切
に
、
あ
ら
ゆ
る
境
界

を
飛
び
越
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
重

ね
て
い
る
。
仕
事
は
「
お
む
す
び
や
味

噌
汁
」の
提
供
、「
食
品
や
本
」
の
販
売
、

「
サ
ウ
ナ
」
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
ゆ

く
ゆ
く
は
ぬ
か
び
と
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
仕
事
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
と

企
ん
で
い
る
。
新
聞
ち
ぎ
り
が
好
き
な

小
池
佑
弥
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
仕
事
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
好
き
な
こ
と
や
、
そ
の
人

ら
し
さ
が
働
き
に
つ
な
が
る
た
め
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
み
た
い
。
ひ
ょ
ん

な
出
来
事
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
と
こ
ろ
か

ら
や
っ
て
く
る
。「
発
酵
」も「
ひ
ょ
ん
」

も
「
待
つ
」
こ
と
が
共
通
の
テ
ー
マ
だ

と
気
が
つ
い
た
。
美
味
し
い
漬
物
が

で
き
る
「
そ
の
と
き
」
を
、
言
葉
遊
び

で
も
し
な
が
ら
気
長
に
待
っ
て
み
よ
う
。

あ
な
た
も
一
緒
に
ど
う
で
し
ょ
う
。

1
9
8
3
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
生
活
介
護
事
業

所
〈
ぬ
か 

つ
く
る
と
こ
〉
の
立
ち
上
げ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
2
0
1
3
年
よ
り
勤
務
し
、
コ
ン

セ
プ
ト
ワ
ー
ク
、
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
を
担
当
。

2
0
2
2
年
度
始
動
の
「
な
ん
で
そ
ん
な
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
企
画
に
も
関
わ
る
。

〈ひょん〉内観。全国の福祉施設や生産者の商品を扱う

映
画
『
フ
ジ
ヤ
マ

コ
ッ
ト
ン
ト
ン
』
が

で
き
る
ま
で

〜
後
編
〜

画
像
提
供
：
ノ
ン
デ
ラ
イ
コ
（
配
給
）

彼
の
状
態
が
感
じ
ら
れ
て
好

き
な
画
。
お
そ
ら
く
な
ん
ら

か
の
孤
独
を
抱
え
て
じ
っ
と

し
て
い
た
り
、
時
折
作
業
を

し
た
り
。
そ
ん
な
姿
を
側
で

見
な
が
ら
、
彼
と
僕
が
同
い

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
少

し
ず
つ
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ

て
い
っ
た
（
山
野
目
）

1
年
間
を
通
し
て
お
お
も
り
さ
ん
と

関
係
性
を
築
い
て
き
た
山
野
目
く
ん
。

ほ
ぼ
最
後
、
畑
に
佇
む
お
お
も
り

さ
ん
を
撮
っ
た
こ
の
カ
ッ
ト
に
は

〝
祈
り
〞
の
よ
う
な
想
い
が
あ
っ
た

と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
時
間
を
映
像

と
し
て
刻
む
よ
う
な
（
青
柳
）

丹た
ん
じ
ょ
う
正
和
臣（
ぬ
か
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

第
2
回

「
ひ
ょ
ん
」
な
こ
と
か
ら

玉
ね
ぎ
を
む
く
、
お
お
も
り
さ
ん

撮
影
者
の
祈
り

11
月
9
日

2
0
2
2
年
10
月
26
日

富
士
山
が
見
守
る
甲
府
盆
地
に
あ
る
福
祉

事
業
所
〈
み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
〉。
2
0
2
3

年
秋
、
こ
の
場
所
の
営
み
と
人
間
模
様
を

映
す
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
が
完
成
。

約
1
年
の
撮
影
期
間
を
経
て
2
0
2
4
年

2
月
よ
り
公
開
中
の
本
作
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

監
督
・
青
柳
拓
、
撮
影
・
山や

ま

野の

目
光
政
、

編
集
・　

井
潔き

よ
しの

視
点
で
つ
づ
る
。

事を、彼女たちは半分以下の時間で終わら
せる。かと言って急いで適当に食べさせてい
るというわけではない。一人ひとりの食べるリ
ズムを把握して、変な前置きや躊躇なく、良
いタイミングで口に入れるのだ。まるで餅つき
を見ているようだな、と思った。
介護ではそういったことがよく起こる。車
椅子からトイレへの移乗だって、ベッドに
寝るのだって、あるいは会話でさえも、介助
する相手の体のリズムにするっと入り込めば、
それまで硬直状態にあったとしても、不思議
と上手くいったりする。体を使うことを苦手と
してきた自分にとって、他人の体をよく見て
リズムを読み、それに合わせて体を添えるこ
とは、ダンスのレッスンのようでもある。

2023年6月某日

リズムに乗るように食べる

ケアが必要な人に対して行政が福祉サービ
スを決めてしまっていた「措置」の時代から、
介護保険を機に必要な人が自分でサービス
を選ぶ「契約」の時代に変わり、福祉の世界
では「自己決定」が重要だと教わる。では、
たとえばある人の食事の介助をするときに、
毎回食べたいものを聞くべきだろうか。もち
ろんそうする必要や要望がある場合はそれ
がいいと思うが、大抵の人の場合、そんなこと
を聞かれてもよくわからないだろうし、答え
るのも面倒だ。多くの人がいちいち考えずに
自然とやっていることを、自然とできるように
する介助があるべきだなとも思う。
上手くいっていそうな職員さんの食事介助

を観察してみる。すると、大事なのは何を食
べてもらうかというより、その人が食べやすい
リズムをつくることだとわかる。わたしなんか
が介助すると1時間以上かかってしまった食

田中みゆき（たなか・みゆき）
キュレーター。「障害は世界を捉え直す視点」をテーマに
カテゴリーにとらわれないプロジェクトを企画。表現の見
方や捉え方を障害当事者を含む鑑賞者とともに再考する。
ACCの助成を得て2022年ニューヨークに滞在。

自
分
の
弟
は
重
度
知
的
障

害
が
あ
る
の
だ
が
、
父
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
け
ん

ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ
う
に
仏

壇
に
手
を
合
わ
せ
た
。
そ

れ
を
思
い
出
し
て
印
象
深

い
。
け
ん
ち
ゃ
ん
の
父
親

へ
の
強
い
想
い
が
感
じ
ら

れ
る
シ
ー
ン
（
辻
井
）

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
な
、
た
つ
な
り

さ
ん
か
ら
の
投
げ
か
け
に
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
る
（
山
野
目
）

急
に
草
刈
り
の
手
を
止
め
て
、

思
い
つ
い
た
よ
う
に
顔
を
上
げ

「
仕
事
っ
て
な
ん
だ
と
思
う
？
」。

こ
の
対
話
自
体
が
、〝
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
る
〞
感
覚
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
た
。「
一
体
お
前
は
何
を
考
え
て
い
る

の
か
？
」
と
聞
き
合
う
こ
と
。
そ
れ
は
、
人
の
存

在
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
（
青
柳
）

COLUMN PARK

キュレーターの田中みゆきさんが、
2023年春、介護の資格を取得し、
福祉施設に勤めはじめた。新たな現場に
身を置く彼女の日記をのぞいてみよう。

きまぐれ
介護日記

田
中
みゆ
きの

た
つ
な
り
さ
ん

か
ら
の
質
問

け
ん
い
ち
さ
ん
の
墓
参
り

2
0
2
3
年
1
月
2
日

1
月
11
日

膨
大
な
量
の
素
材
か
ら
O
K

素
材
を
洗
い
出
し
、
構
成
の
大

澤
一
生
さ
ん
が
全
体
を
観
な
が

ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。
僕
は

作
品
全
体
に
神
経
が
行
き
届
く

よ
う
な
詩
、
タ
イ
ト
ル
の
案
を

と
に
か
く
た
く
さ
ん
書
き
出
し

て
い
た
（
青
柳
）

編
集
作
業

2
月
25
日

答え
は…

また来るね！
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最
初
に
作
品
を
見
せ
た
の
は
、

施
設
職
員
と
利
用
者
さ
ん
、そ
の

保
護
者
の
方
々
も
含
め
た
関
係

者
全
員
。「
い
つ
も
の
〈
み
ら
い

フ
ァ
ー
ム
〉
じ
ゃ
ん
！
」
と
い

う
感
想
を
い
た
だ
き
、
こ
の
場

所
の
〝
普
通
〞
が
ち
ゃ
ん
と
撮

れ
た
の
だ
と
思
え
た
（
青
柳
）

『
フ
ジ
ヤ
マ
コ
ッ
ト
ン
ト
ン
』

を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

た
く
さ
ん
の
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
宛
て
に
一
枚
一
枚
丁
寧
に

名
前
入
り
ラ
ベ
ル
を
貼
る
。

観
客
の
み
な
さ
ま
に
届
く
ま

で
に
は
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
！
（
青
柳
）

『東京自転車節』で2020年の
緊急事態宣言下における都市
を描いた青柳拓監督の最新
作、『フジヤマコットントン』。
2024年2月10日（土）より、東
京・ポレポレ東中野を皮切りに、
全国の劇場で順次公開中。

『フジヤマコットントン』
Webサイト

つ
づ
き
は
劇
場
で
！

関
係
者
に
向
け
た
試
写
会

試
写
会
ハ
ガ
キ
の
送
付

5
月
25
日

10
月
11
日

映画公開情報

福祉福祉のの現場現場のの文字採集文字採集

アートスペースからふるのアー

ティスト・福井将宏さんの専用カ

レンダーは、月に 1度だけ、大活

躍する。それは、歯医者の予約

を描きこむ日だ。画像は2022 年

1月のカレンダー。右下に「歯医

者」の文字が記されていること

にお気づきだろうか（ちなみに、

この月の歯医者の日は 1月28日

［金］だった ）。「スタッフも忘れ

ないでくれよな」と言わんばかり

に、鉛筆を持つ手に力がこもる。

どんどん伸びていく線は文字？　

それともアート？　来月も頑張る

のだという強い意志を感じる。

福井さんの歯医者の予定 

伊奈真弓（いな・まゆみ） 

アートスペースからふる（鳥取）採集地

採集者

一般社団法人アートスペースからふる副理事
長。サービス管理責任者として個別支援計画
作成を担当。現場から生まれるアートを商品
に展開する「商品部」の部長として、さまざ
まな商品企画・開発に携わる。

第2回機能に執着するあまり、誰が
協力しても結局同じような答
えになっちゃう難しさを感じ
ていて。機能ももちろん大切。
だけど、その奥にある使う人
の気持ちや想いを汲み取っ
て、形のアイデアを生み出
せるといいと思うんだよね。
（山田）

インクルーシブな
プロダクト開発

私らしさと向き合う
第2回テーマ

インクルーシブデザインにまつわる“あれこれ”を
ときに脱線しながらお話しするラジオコーナー。
本誌では、そのなかから印象的な言葉をご紹介！

パーソナリティー

知的障害・自閉症の兄や弟と
育った経験から、インクルーシ
ブデザインに関心をもち、NPO
法人Collableを設立。企業や
自治体と協働したプロジェクト
に多数関わる。

山田小百合（やまだ・さゆり）
NPO法人Collable代表理事

名古屋を拠点に活動するデザ
インリサーチャー／サービスデ
ザイナー。デザインリサーチに
よる社会包摂の実現を理念に掲
げ、幅広いジャンルで一貫した
デザイン戦略に携わる。

浅野翔（あさの・かける）
デザインリサーチャー

Studio Fontanaが2019年にはじめ
た「Multiform」は、体育やスポーツ
をいろんな問題や可能性を孕んだ
題材としてとらえたときに面白いな
と思った事例のひとつ。ゲームが
進行するにつれて、勝ち負けの線
引きや敵味方の関係が曖昧になっ
ていくルールやユニフォームデザ
インが面白い。（浅野）

敵味方の関係が
曖昧になるスポーツ

変形可能なユニフォームを用い
た新しいチームスポーツのプロ
ジェクト。開発には、オランダ
の哲学者やロッテルダムにある
小・中学校の体育教師・生徒ら
が関わっている

提
供
：

S
tud

io F
on

tan
a  ©

Iris R
ijskam

p
.

00°31'46"

視力が悪い人の
メガネ選びの話

ラジオへのアクセスは
Webから！

誰もが自分らしさを表現できる環境づくり
が求められている昨今。第 2 回ではファッ
ションやスポーツ、おもちゃなど、身近な
さまざまな物事を通した、私らしさとの向
き合い方についてお話ししていきます。
今回話題にあがった事例……bottom’all、SOLIT!、Bethany 
Williams、Will & Well、FABRIC TOKYO 渋谷MODI、ゆる
スポーツ、Learning Disability Super League、Multiform、
にぎやかサウンド 黒ひげ危機一発、グラマなど

インクルーシブデザインを
実践する際の心構え
（デザイナーは）「上から目
線だ！」と感じさせてしま
わないためにも、どういう
手続きを踏むのか、どんな
人たちの声を反映している
かについて、より自覚的で
ある必要があるってことだ
よね。（浅野） 00°50'00"

少
し
前
にF

A
B

R
IC

 TO
K

YO

さ
ん

が
渋
谷M

O
D

I

に
あ
る
店
舗
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
た
と
き
、
試
着
室
が

注
目
さ
れ
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。
車
椅

子
で
も
入
れ
る
し
、
天
井
に
も
鏡
が

あ
っ
て
、
寝
っ
転
が
っ
た
状
態
で
全
身

が
見
ら
れ
る
。（
山
田
）

寝
っ
転
が
っ
て

全
身
が
見
ら
れ
る
試
着
室

2022年、“Fit Your Life.”をコンセ
プトにオーダースーツを展開する
同ブランドがバリアフリーに改装
した店舗。試着室の奥に置かれた
ベッドに横になることで、天井の鏡
を見ながら全身をチェックできる

提
供
：

F
A

B
R

IC
 TO

K
Y

O

00°14 '34"

地
域
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
下
手
な
人
が
怒

鳴
ら
れ
た
り
、い
じ
め
ら
れ
た
り
し
て
部
員

が
減
っ
て
い
た
と
き
、「
こ
れ
は
ま
ず
い
、

や
り
方
を
変
え
よ
う
！
」
と
思
っ
た
う
ち

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
上
手
い
人
と
下
手

な
人
を
近
づ
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ル
を

つ
く
っ
た
ん
だ
よ
ね
。（
浅
野
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
革
命
を
起
こ
し
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話

00°23 '39"

ス
ポ
ー
ツ
用
具
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ア
フ
リ
カ
ン
ヘ
ア
ー
用
の
ス

イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
が
大
会

で
承
認
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
、
髪
型
の
表
現
そ
の
も

の
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

あ
る
国
や
文
化
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
だ

よ
ね
。
そ
の
尊
厳
を
守
る
意

味
で
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
だ
な

と
。（
山
田
）

00°18 '27"

00°11'32"

メガネを買うとき、以前は
鏡の前で試着していたん
だけど、試着用メガネに
は度が入っていないから、
ほぼ見えなくて（笑）。ア
プリでバーチャル試着が
できるようになってから、
メガネ選びが楽しくなった。
（浅野） 00°15'50"
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幼い頃に親しんだ物語、歴史や事実を伝える証言、

身のまわりの人との対話–誰しも、胸に響く「おは

なし 」と出合った経験があるのではないでしょうか。

聞く／語るという営みは、相手と自分を確かめ合う

手ざわりを実感させてくれます。揺らぐ自分を差し

出し、相手を信じることから紡がれていく「おはなし」。

だから、苦難を歩き、希望を見出すために、私たちの

そばにあり続けるものなのだと感じました。

編集後記

日本財団DIVERSITY IN THE ARTSが情報
発信の一環として、Webメディア「DIVERSITY 

IN THE ARTS TODAY」とともに制作している
フリーペーパー『DIVERSITY IN THE ARTS 

PAPER』。2017年の創刊以来、表現活動を行う
障害のある人たちのアート作品とそれを取り巻く
文化を軸に、多様性の意義や価値を広く伝えてき
ました。『DIVERSITY IN THE ARTS PAPER』
が担う役割は、媒体名の「THE ARTS」を「“障害”

を軽やかに乗り越えていく知恵・技術・表現」と
とらえ、その実践者や活動を紹介・応援していく
こと。社会と個人のあいだにある「障害」、個人と
社会における「多様性」について、読者のみなさ
まとともに、さまざまな視点から考えるための媒体
として、どうぞご愛読ください。
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14号から
リニューアル！
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アンケートにぜひご協力ください！
今号へのご感想・ご意見をお寄せください。
抽選でプレゼントをお届けします。
【回答締切：2024年4月21日（日）】
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